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輪
島
市
海
士
町
の
こ
と
ば
と
海
士
町
町
民
の
ル
ー
ツ

１
．
海
女
の
町

ふ
げ
し

あ
ま
ま
ち

輪
島
市
の
中
心
部
に
は
、
河
井
町
、
鳳
至
町
、
輪
島
崎
町
、
海
士
町
の
四
つ
の
町
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
海
士
町

は
、
海
女
の
素
潜
り
漁
が
行
わ
れ
て
い
る
「
海
女
の
町
」
で
も
あ
る
。
海
女
の
伝
統
的
な
潜
水
技
術
は
文
化
的
に

大
変
貴
重
な
も
の
と
み
な
さ
れ
、
二
○
一
四
年
に
石
川
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
海
士
町
の
人

た
ち
の
主
な
漁
場
は
舳
倉
島
お
よ
び
セ
ツ
島
で
あ
る
。
舳
倉
島
は
輪
島
港
の
沖
合
約
五
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
あ
り
、

よ
め
ぐ
り

周
囲
約
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
小
さ
な
離
島
で
あ
る
。
そ
の
手
前
に
セ
ツ
島
と
い
う
小
群
島
と
東
方
に
嫁
礁
と
い
う

岩
礁
が
あ
る
。
一
九
七
○
年
代
ま
で
は
町
民
一
斉
に
舳
倉
島
に
移
り
住
み
、
ア
ワ
ビ
、
サ
ザ
エ
の
貝
類
、
ワ
カ
メ
、

テ
ン
グ
サ
な
ど
の
海
藻
を
採
り
、
夏
が
終
わ
る
と
輪
島
に
帰
っ
て
く
る
と
い
う
、
輪
島
と
舳
倉
島
の
一
重
生
活
を

続
け
て
い
た
。
海
士
町
の
住
民
は
、
こ
の
よ
う
に
輪
島
市
で
は
他
に
は
な
い
独
特
の
生
活
形
態
を
も
っ
て
い
た
。

２
．
異
な
る
言
語
と
出
自

生
活
形
態
以
外
に
、
海
士
町
の
言
語
は
周
囲
の
方
言
と
は
著
し
く
異
な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
輪
島
市

街
地
の
住
民
は
、
海
士
町
の
こ
と
ば
を
少
し
聞
い
た
だ
け
で
、
話
し
手
が
海
士
町
の
人
だ
と
直
ち
に
判
断
で
き
る

新
田
哲
夫
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と
い
う
。
隣
接
す
る
地
区
の
言
語
と
異
な
る
こ
と
は
古
く
か
ら
指
摘
が
あ
り
、
『
石
川
県
鳳
至
郡
誌
』
（
一
九
二
三

年
）
に
も
、
「
海
士
の
言
語
は
付
近
の
各
部
落
と
異
に
し
て
、
は
な
は
だ
解
し
易
か
ら
ず
。
そ
の
語
調
も
ま
た
特
殊

の
も
の
た
り
。
」
（
四
六
一
頁
）
と
書
か
れ
て
い
る
。

実
は
、
海
士
町
で
海
女
さ
ん
の
素
潜
り
漁
が
盛
ん
な
こ
と
と
、
こ
と
ば
が
周
囲
の
地
区
と
異
な
る
こ
と
は
、
深

い
と
こ
ろ
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。
海
士
町
の
人
々
は
、
元
来
輪
島
の
土
着
の
人
で
は
な
く
、
古
く
か
ら
素
潜
り
漁

の
技
術
を
も
っ
た
漂
海
の
民
が
移
り
住
ん
で
き
た
と
い
う
謂
わ
れ
が
あ
る
の
だ
。

℃2

海
士
町
の
口
伝
の
一
つ
に
よ
る

と
、
「
永
禄
年
間
（
一
五
五
八
～
一

五
七
○
年
）
に
筑
前
国
鐘
ヶ
崎
の

海
士
又
兵
衛
が
漁
船
三
隻
に
乗
り
、

男
女
十
二
人
を
率
い
て
、
能
登
国

羽
咋
郡
に
漂
着
、
赤
崎
千
ノ
浦
海

岸
に
小
屋
を
作
っ
て
住
み
始
め

た
」
の
が
現
在
の
海
士
町
住
民
の

始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
金
沢
出
身
の
篤
学
の
士
、

森
田
平
次
（
一
八
二
三
～
’
九
○
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八
）
が
著
し
た
『
能
登
志
徴
』
の
な
か
に
、
『
舳
倉
島
旧
記
』
と
い
う
書
物
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
海
士
町

町
民
の
出
自
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
ま
と
め
て
み
る
と
次
の
よ
う
な
記
事
で
あ
る
。

か
み
つ
あ
さ
く
ら

「
永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
年
）
に
筑
前
国
上
座
郡
金
ヶ
崎
（
鐘
ヶ
崎
）
の
漁
人
が
、
知
人
を
訪
ね
て
能
登
の

羽
咋
郡
赤
住
村
・
鳳
至
郡
吉
浦
村
・
皆
月
村
に
渡
っ
て
き
た
。
春
に
来
て
秋
に
な
る
と
帰
っ
て
い
た
が
、
能
登
国

は
資
源
が
豊
富
な
た
め
、
文
禄
三
年
（
一
五
九
五
年
）
に
は
鳳
至
郡
鵜
入
浦
に
借
家
、
一
一
士
一
年
後
、
元
和
三
年

（
一
六
一
七
年
）
に
海
士
又
兵
衛
は
藩
主
前
田
利
常
公
に
願
い
出
て
、
光
浦
に
居
住
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
、
舳
倉

島
、
セ
ツ
島
に
渡
っ
て
漁
を
行
っ
て
い
た
。
寛
永
二
十
年
（
一
六
四
三
年
）
に
運
上
の
御
印
書
を
与
え
ら
れ
、
さ

ら
に
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
年
）
十
月
十
六
日
、
利
常
公
か
ら
輪
島
鳳
至
町
領
内
に
一
千
歩
の
土
地
を
拝
領
し
、

永
住
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
」

終
盤
に
書
か
れ
て
い
る
「
慶
安
二
年
、
輪
島
鳳
至
町
領
内
に
一
千
歩
の
土
地
を
拝
領
し
永
住
」
と
い
う
こ
と
は
、

隣
の
名
舟
町
の
古
文
書
で
確
証
が
得
ら
れ
、
今
か
ら
約
三
七
○
年
前
に
現
在
の
海
士
町
天
地
に
定
住
し
た
こ
と
は

確
か
な
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
能
登
に
渡
来
し
た
海
士
町
の
祖
先
の
出
自
は
、
筑
前
国
鐘
ヶ
崎
（
現
在
の
宗
像
市
鐘

崎
）
で
あ
る
と
特
定
す
る
決
定
的
証
拠
は
な
い
も
の
の
、
い
く
つ
か
の
文
書
で
「
西
国
」
か
ら
来
た
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
そ
の
点
は
揺
る
ぎ
な
い
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
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３
．
言
語
学
か
ら
み
た
ル
ー
ツ

現
在
の
海
士
町
で
、
周
り
に
な
い
方
言
特
徴
（
音
韻
、
語
法
、
語
彙
）
が
あ
っ
て
、
こ
れ
が
九
州
な
ど
の
「
西

国
」
に
あ
れ
ば
、
海
士
町
の
住
民
は
そ
こ
か
ら
移
り
住
ん
で
き
た
証
拠
に
な
る
。
そ
の
際
、
そ
の
特
徴
が
輪
島
市

よ
り
も
少
し
広
い
範
囲
、
す
な
わ
ち
能
登
、
石
川
県
で
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
必
要
が
あ

る
。
も
し
近
隣
の
地
域
で
も
見
ら
れ
る
特
徴
で
あ
っ
た
場
合
、
海
士
町
と
い
う
奥
能
登
の
町
で
、
ぽ
つ
ん
と
能
登

の
古
い
特
徴
が
残
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
る
か
ら
で
あ
る
。

日
本
語
諸
方
言
に
つ
い
て
全
国
的
に
調
べ
ら
れ
る
主
な
資
料
と
し
て
は
、
（
ア
）
『
日
本
方
言
大
辞
典
』
（
一
九
八

九
年
、
小
学
館
）
、
（
イ
）
『
日
本
方
言
地
図
全
六
巻
』
（
一
九
六
四
～
一
九
七
四
年
、
国
立
国
語
研
究
所
編
、
Ｆ
筵

と
略
）
、
（
ウ
）
『
全
国
方
言
文
法
地
図
全
六
巻
』
（
一
九
八
九
～
二
○
○
六
年
、
国
立
国
語
研
究
所
編
、
Ｑ
達
と

略
）
が
あ
る
。
海
士
町
の
あ
る
方
言
形
が
、
は
た
し
て
九
州
に
分
布
し
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
別
の
地
域
に
も

分
布
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
ら
の
資
料
を
通
し
て
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

海
士
町
方
言
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
岩
井
隆
盛
金
沢
大
学
名
誉
教
授
（
一
九
○
九
～
一
九
九
五
）
の
先
駆
的
研

究
が
あ
る
。
岩
井
氏
が
海
士
町
を
調
査
し
始
め
た
の
は
、
お
そ
ら
く
一
九
五
○
年
ご
ろ
か
ら
で
あ
る
。
岩
井
氏
は

海
士
町
の
伝
承
に
従
っ
て
、
母
村
と
目
さ
れ
る
福
岡
県
宗
像
市
鐘
崎
に
も
何
度
も
足
を
運
び
、
海
士
町
と
鐘
崎
の

海
士
町
の
伝
承
に
従
っ
て
、

両
方
言
の
比
較
を
行
っ
た
。

岩
井
氏
が
調
査
を
す
す
め
て
い
た
頃
は
、
方
言
の
全
国
分
布
を
概
観
す
る
資
料
が
あ
ま
り
な
く
、
海
士
町
と
鐘

崎
の
間
の
地
域
の
様
子
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
か
、
詳
し
く
は
分
か
ら
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
岩
井
氏
は
弓
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密
接
な
関
係
の
証
拠
と
な
る
。

ら
ら
（
氷
柱
）
」
の
方
言
形
で
、
海
士
町
の
モ
ー
ゴ
、
鐘
崎
の
モ
ー
ガ
ン
コ
を
関
係
あ
り
そ
う
な
形
と
し
て
あ
げ
て

い
る
が
、
二
つ
の
地
点
の
間
で
、
こ
れ
に
類
し
た
語
形
が
一
切
存
在
し
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
分
か
ら
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
現
在
は
（
イ
）
の
Ｆ
ど
の
画
窟
図
「
つ
ら
ら
」
の
全
国
分
布
に
よ
っ
て
、
モ
ー
ガ
ン
コ
や
モ
ー
ガ
が
九

州
の
福
岡
、
大
分
両
県
に
あ
り
、
本
州
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
海
士
町
の
モ
ー
ゴ
と
い

う
語
形
も
、
能
登
ど
こ
ろ
か
全
国
ど
こ
を
探
し
て
も
海
士
町
以
外
で
は
全
く
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う

し
た
分
布
と
そ
れ
ぞ
れ
の
形
か
ら
、
九
州
と
海
士
町
の
濃
い
関
係
が
窺
え
る
。
お
そ
ら
く
、
九
州
に
あ
る
モ
ー
ガ

ン
コ
や
モ
ー
ガ
が
も
と
で
、
海
士
町
に
伝
来
す
る
と
き
に
モ
ー
ガ
↓
モ
ー
ゴ
と
い
う
変
化
が
起
き
た
と
推
定
で
き

る
の
で
あ
る
。

そ
の
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
一
つ
は
、
動
詞
に
付
く
ョ
ル
と
い
う
形
で
あ
る
。
九
州
全
域
と
中
国
地
方
で
は
、

標
準
語
の
「
～
テ
イ
ル
」
に
あ
た
る
ョ
ル
と
ト
ル
を
区
別
す
る
（
資
料
（
ウ
）
①
ど
の
己
、
図
ご
＠
図
）
。
例
え

ば
、
「
（
桜
の
花
が
）
散
り
ョ
ル
」
（
進
行
《
今
散
っ
て
い
る
最
中
だ
》
）
と
「
散
っ
ト
ル
」
（
結
果
《
散
っ
て
し
ま
つ

４
．
文
法
項
目

「
つ
ら
ら
」
の
よ
う
な
一
つ
一
つ
の
語
彙
項
目
は
、
二
つ
の
地
点
間
の
偶
然
の
一
致
を
完
全
に
排
除
で
き
な
い
。

し
か
し
、
文
法
項
目
の
よ
う
な
言
語
体
系
の
根
幹
に
関
わ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
偶
然
の
一
致
が
起
き
に
く
い
。

文
法
項
目
で
九
州
と
そ
の
近
辺
に
分
布
し
、
一
気
に
飛
ん
で
海
士
町
に
孤
例
と
し
て
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
両
方
言
の
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た
後
だ
》
）
の
よ
う
に
、
標
準
語
で
は
「
散
っ
テ
イ
ル
」
で
表
さ
れ
る
「
進
行
」
と
「
結
果
」
を
形
の
上
で
区
別
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
能
登
で
は
「
進
行
」
も
「
結
果
」
も
ト
ル
で
表
す
が
、
海
士
町
で
は
「
進
行
」
に
ョ
ル
を
用

い
る
。
た
だ
、
能
登
一
般
と
同
じ
よ
う
に
、
ト
ル
で
「
進
行
」
を
表
し
て
も
よ
く
、
「
進
行
」
の
形
式
に
ョ
ル
・
ト

ル
の
両
方
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ョ
ル
は
北
陸
で
は
海
士
町
だ
け
が
用
い
て
い
る
の
で
、
こ
の
例
も
西
日
本
と
の

関
係
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
（
た
だ
し
、
西
日
本
の
ヨ
ル
の
分
布
域
は
広
く
、
海
士
町
と
鐘
崎
の
関
係
を
直
接

も
う
一
つ
の
例
は
、
助
詞
の
イ
で
あ
る
。
イ
と
い
う
助
詞
は
「
～
へ
」
の
エ
（
あ
る
い
は
「
～
に
」
の
三
が

変
化
し
て
で
き
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
助
詞
イ
は
、
「
方
向
（
東
の
方
へ
行
く
）
」
、
「
着
点
（
東
京
に
着
く
）
」
、

「
存
在
の
場
所
（
こ
こ
に
あ
る
）
」
の
用
法
で
、
そ
れ
ぞ
れ
分
布
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
九
州
な
ら
び
に
本
州
西

部
と
四
国
の
一
部
で
み
る
こ
と
が
で
き
る
（
資
料
（
ウ
）
Ｑ
と
の
ご
図
邑
図
匿
図
）
。
海
士
町
で
は
こ
れ
ら
す

べ
て
の
用
法
で
助
詞
イ
を
用
い
る
（
東
の
方
イ
行
く
、
東
京
イ
着
く
、
こ
こ
イ
あ
る
）
。
特
に
全
国
方
言
で
助
詞
イ

を
「
存
在
の
場
所
」
で
用
い
る
地
域
は
狭
く
、
海
士
町
と
福
岡
県
の
一
部
の
み
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
海
士
町
と

福
岡
県
と
の
関
係
を
強
く
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

示
す
証
拠
に
は
な
ら
な
い
）
。

５
．
そ
の
他
の
証
拠

海
士
町
と
鐘
崎
の
両
方
で
用
い
ら
れ
る
も
の
で
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
な
か
っ
た
文
法
項
目
と
し
て
可
能
表
現
の

「
～
キ
ル
」
が
あ
る
（
「
書
き
キ
ル
」
で
《
書
く
こ
と
が
で
き
る
》
、
「
書
き
キ
ラ
ン
」
で
《
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
》
）
。
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ま
た
語
彙
項
目
も
い
く
つ
か
あ
り
、
岩
井
氏
が
あ
げ
て
い
る
も
の
で
、
ク
ル
ブ
ク
（
う
つ
む
く
）
、
ネ
ズ
ム
君
め

る
）
、
ホ
メ
ク
（
火
照
る
）
な
ど
は
、
現
在
の
海
士
町
で
も
鐘
崎
で
も
用
い
る
単
語
で
、
九
州
で
優
勢
な
語
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
筆
者
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
ナ
オ
ス
（
片
付
け
る
）
、
フ
ト
イ
（
大
き
い
）
、
ス
ク
レ
ル
（
水
中
で
寒
く
な

る
）
、
ホ
ガ
ス
（
穴
を
開
け
る
）
、
ク
ロ
ズ
ミ
（
打
ち
身
の
ア
ザ
）
な
ど
が
そ
れ
に
当
た
る
。
こ
れ
ら
は
海
士
町
に

あ
っ
て
北
陸
に
は
な
く
、
ま
た
鐘
崎
で
共
通
に
用
い
ら
れ
て
い
る
（
一
部
は
用
い
ら
れ
て
い
た
）
語
で
あ
る
。

６
．
む
す
び

こ
う
し
た
こ
と
を
総
合
す
る
と
、
海
士
町
の
ル
ー
ツ
が
福
岡
県
鐘
崎
で
あ
る
こ
と
を
支
持
す
る
材
料
は
多
く
見

つ
か
っ
て
も
、
そ
れ
を
否
定
す
る
材
料
は
な
い
と
言
っ
て
よ
い
。
た
だ
、
言
語
の
面
か
ら
ル
ー
ツ
と
し
て
絞
ら
れ

る
地
域
は
、
福
岡
県
と
い
う
所
ま
で
で
あ
ろ
う
。
福
岡
県
宗
像
市
鐘
崎
だ
け
に
あ
る
方
言
形
で
、
海
士
町
に
も
共

通
に
あ
る
も
の
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
た
だ
こ
れ
は
、
鐘
崎
方
言
が
宗
像
方
言
、
あ
る
い
は
福
岡
方
言
、
広
く

は
九
州
方
言
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
て
、
海
士
町
方
言
の
よ
う
な
孤
立
し
た
方
言
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
鐘
崎
だ
と
特

定
で
き
る
独
自
の
方
言
語
形
が
見
つ
か
ら
な
い
こ
と
は
仕
方
の
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
海
士
町
の
こ
と
ば
が
、
約
四
○
○
年
近
く
た
っ
た
今
も
、
遙
か
源
郷
の
面
影
を
残
し
て
い
る
こ

と
は
奇
跡
と
い
う
ほ
か
な
い
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
に
ル
ー
ツ
の
こ
と
ば
を
保
存
し
て
い
る
か
は
、
海
士
町
独
自
の

社
会
構
造
が
関
係
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ま
た
別
の
と
こ
ろ
で
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。
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